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第 ５章  保 健 予防 業 務 関 係  

１  感 染 症 予 防 対 策    

感染症の届出等や施設等における集団発生時には、積極的疫学調査、保健指導等を実施し、感染症の

まん延防止に努めた。定点医療機関からの報告により感染症の発生状況を収集し、管内市町医療機関等に

情報を還元している。また、関係機関と感染症情報を共有し蔓延防止とスムーズな対応に向けて地域全

体の感染症対策を推進する体制を整備するため、感染症対策会議を開催した。 

 

（１）  感染症対策会議 

 

（２） 感染症の届出状況と積極的疫学調査       （平成 30年 1月 1日～12月 31日,単位：件） 

感染症類型 届出 

件数 

疾患名 疫学 

調査数 

検査 

依頼数 

一 類 感 染 症     

二 類 感 染 症 
2０ 

結核 1７ 

潜在性結核感染症 ３ 

20  

三 類 感 染 症 １ 腸管性出血性大腸菌 １ １ １ 

四 類 感 染 症 11 

つつが虫病 8 

E型肝炎 ２ 

日本紅班熱疑い １ 

（※後に日本紅斑熱ではなかったため削除） 

０ ２ 

（※日本紅班熱ペア血

清検査 2回） 

五 類 感 染 症 29 

百日咳 17 

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 5 

風しん 4 

侵襲性肺炎球菌感染症 1 

後天性免疫不全症候群 １ 

破傷風 １ 

麻しん疑い １ （※後に麻しんではなく削除） 

４ 11 

（※麻しん疑い含む） 

総        数 61  25 14 

開   催   日 内           容 参加団体 

平成 30年 6月 19日 

１.最近の感染症の発生状況  

２.麻しん対策について 

３.今後も注意すべき感染症について 

 （1）マダニ媒介感染症  （2）蚊媒介感染症 

４.新型インフルエンザ対策 

５.その他  

 ・感染症発生動向調査の変更点 

・2020オリンピック・パラリンピック競技大会にむけて 

1２ 

平成 30年 11月 20日 

１.今年度の感染症の発生状況  

２.風しん対策について 

３.今後も注意すべき感染症について ～結核～ 

４.その他 

 ・蚊のモニタリング調査結果の報告 

・新型インフルエンザ等対策について 

11 
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 （３） 接触者健診の実施状況                    （平成 30年 1月 1日～12月 31日） 

※結核接触者健診については、当所の対象者・他所からの依頼対象者・他所への依頼対象者に分けて計上 

感染症類型 初発患者の疾患件数 

（＝初発患者の人数） 

疫学 

調査数 

接触者健診

対象数 

接触者健診 

実施数 

二 類 

感 染 症 

（結核） 

 

当所の 

対象者 
８ 

 

８ 

 

１３ 

 

１３ 

他所 

からの 

依頼 
６ 

 

０ 

 

１４ 

 

14 

他所 

への 

依頼 
２ 

 

２ 

 

３ 
 

３ 

三 類 

感 染 症 
※依頼したものなし。

依頼されたもののみ 
２ 

腸管出血性大腸菌感染症 

１ 
 

４ 

 

４ 
 

細菌性赤痢感染症 

１ 

 

１ 

 

１ 

総数 １８ １２ ３５ ３５ 

                           

(４) 感染症の集団発生の疫学調査・指導等（平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日） 

                                                         

施設種別 
件 数 疾患名 患者数 

保育園 1 インフルエンザ 40 

有料老人ホーム 

1 原因不明の集団嘔吐 32 

1 原因不明の呼吸器疾患 15 

1 原因不明の呼吸器疾患 26 

1 インフルエンザ 16 

老人保健施設 
1 インフルエンザ 14 

1 ノロウィルス 23 

老人福祉施設 1 インフルエンザ 22 

高齢者宿泊施設 1 インフルエンザ 22 

医療機関 1 インフルエンザ 35 

計 10  ― 245 

 

（５） 集団かぜ・インフルエンザによる学級閉鎖等状況  

施設 

2017（平成 29）年度 2018（平成 30）年度 

施設

数 

施設

閉鎖 

学年

閉鎖 

学級

閉鎖 

欠席者

数 
施設数 

施設 

閉鎖 

学年 

閉鎖 

学級 

閉鎖 

欠席者

数 

幼稚園 1 ０ ０ １ ９ １ ０ ０ １ ７ 

小学校 11 ０ ２ 39 375 18 ０ ０ 18 147 

中学校 ３ ０ ３ ０ 61 ０ ０ ０ ０ ０ 

高等学校 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 15 ０ ５ 40 445 19 ０ ０ 19 154 
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２  結 核 予 防 対 策  

  結核患者が適切に治療を継続できるように、訪問等で療養生活の支援を行うとともに積極的疫学調査や接

触者健診を行い、感染拡大防止、接触者の不安の解消に努めた。また、医療機関と連携し、結核患者を早期

発見し、治療中断者をなくすため結核医療従事者研修を開催した。 

 

（１） 結核患者の状況 

ア 結核登録患者数  

（ア） 登録患者数年次推移                  （各年 12月 31日現在，単位：人） 

区   分  昭和 58年 平成 5年 平成 15年 平成 25年 平成 30年 

結 核 登 録 患 者 数 176 129 51 2 34 

活 動 性 結 核 患 者 数   91 44 23 19 10 

 

 

（イ） 性、年齢階級、受療状況、市町別登録患者数及び有病率  

 （平成 30年 12月 31日現在，単位：人） 

区 分 総計 

活動性結核 

不
活
動
性
結
核 

活
動
性
不
明 

（別掲） 

有病率 

(人口 10万対) 

合計 

活動性肺結核 

活
動
性 

肺
外
結
核 

潜
在
性
結
核 

計 

喀痰塗抹陽性 その他 

の結核 

菌陽性 

菌陰性 

その他 

治
療
中 

経
過
観
察
中 

活
動
性 

結
核 

喀
痰
塗
抹 

陽
性 小計 

初回

治療 

再治

療 

平成 28年 31 4 4 2 2  1 1  26 1  3 14 3.6 1.8 

平成 29年 31 9 6 4 4  2  3 22  2 16 8.2 3.6 

平成 30年 34 10 10 6 6  3 1  23 1 5 11 9.1 5.5 

男 25 7 7 4 4  2 1  18  2 4 6.4 3.6 

女 9 3 3 2 2  1   5 1 3 7 2.7 1.8 

0～4歳 1         1   1 

  

5～9歳             1 

10～14歳              

15～19歳              

20～29歳 7 2 1 1 1   1  5  1 2 

30～39歳            1  

40～49歳 2 1 1 1 1     1  1  

50～59歳 5 3 1 1 1  2   2   3 

60～69歳 4         4   3 

70歳以上 15 4 3 3 3  1   10 1 2 1 

受

療

別 

入  院 2 2 2 1 1  1       

  
在宅医療 9 7 7 5 5  2   2  5  

経過観察 22       1  21   11 

不  明 1          1   
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市

町

別 

南足柄市 16 4 4 2 2  2   1 11 2 6 

  

中井町 5 1 1 1 1     1 3 1  

大井町 3 1 1 1 1      2 1  

松田町 1 1 1    1     1 1 

山北町 5 3 3 1 1  1 1   2  1 

開成町 4          4  1 

 

イ 結核新登録患者数 

（ア） 新登録患者数年次推移         （平成30年 1月 1日～12月 31日，単位：人） 

    区   分 昭和 58年 平成 5年 平成 15年 平成 25年 平成３０年 

新登録結核患者数（人） 23 29 19 9 14 

足柄上センター管内罹患率

（人口 10万対） 
22.5 26.4 17.3 8.2 12.7 

※潜在性結核感染症は、新登録患者数には含まれていません。 

 

（イ）性、年齢階級、発見方法、市町別新登録患者数及び罹患率（平成30年1月１日～12月31日, 単位：人） 

区 分 活   動   性   結   核 
（別掲） 

罹患率 

（人口 10 万対） 

 総計 

活 動 性 肺 結 核 

活
動
性 
 

 

 

肺
外
結
核 

合計 

喀 痰 塗 抹 陽 性 その他の

結核菌 

陽性 

菌陰性

その他 

潜
在
性 

結 

核 

活
動
性 

結 

核 

喀
痰
塗
抹 

陽 

性 計 初回治療 再治療 

平成 28年 7 7 3 3  3 1  5 6.4 2.7 

平成 29年 11 8 6 6  2  3 7 10.0 5.5 

平成 30年 14 12 6 6  4 2 2 4 12.7 5.5 

男 11 10 5 5  3 2 1 1 10.0 4.5 

女 3 2 1 1  1  1 3 2.7 0.9 

0～4歳          

  

5～9歳          

10～14歳          

15～19歳 1 1 1 1      

20～29歳 1 1     1  1 

30～39歳          

40～49歳 1 1 1 1     1 

50～59歳 3 2    2  1  

60～69歳         1 

70歳以上 8 7 4 4  2 1 1 1 

発

見

方

法

別 

個別健康診断   1    1        1    

  

定期健診           1 

接触者健診            3 

医療機関受診   13   13   6    6      3    2   2  

そ の 他          

市 南足柄市 7 6 4 4  1 1 1 3   
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町

別 
中 井 町 1 1 1 1        

大 井 町 1       1 1 

松 田 町 1 1    1    

山 北 町 3 3 1 1  1 1   

開 成 町 1 1    1    

 

（ウ） 結核登録削除患者                     （平成 30年 1月１日～12月 31日, 単位：人）  

計 死    亡 観察不要 転出 

     ３ 
結  核 結 核 外 

０       ０ 
1 ２ 

       

 

（２） 管理検診 

  結核患者の適正管理のために、管理検診を実施した。（平成 30 年 4 月 1 日～平成 3１年 3 月 31 日, 単位：人）      

実 施 機 関 受 診 数 
受 診 結 果 

著 変 な し 変 化 あ り 

委 託 医 療 機 関     ２ ２  

 

 

（３） 接触者健診 

  結核患者家族・接触者に対し、接触者健診を実施した。（平成30年4月１日～平成3１年3月31日, 単位：人）    

計（延） 委託医療機関 
足柄上センター 

QFT検査 

  18（20）           １（１） 17（19） 

 

 

（４） 感染症診査協議会 結核部会 

結核患者の医療が適正か否かを協議するために、感染症診査協議会結核部会を小田原保健福祉事務

所にて隔週で開催された。就業制限（18 条）、入院勧告（20 条）、公費負担（37 条及び 37 条の 2）につい

て諮問した。 

 

ア 諮問件数                       （平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日，単位：人） 

 
18条勧告 

（就業制限） 

20条勧告（入院）   37条 

（延べ） 

   37条の 2（一般医療） 

新 規  延 長 合 計 新 規 継 続 退院後の継続 

  諮 問 件 数 8 8 17 25 33 13 15 5 

医療内容合格 8 8 17 25 33 13 15 5 

医療内容不合格          
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イ 医療費公費負担診査件数             （平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日，単位：人）       

 区    分 計 

３７条 

入院 

医療 

３ ７ 条 の ２ 申 請 者 の 保 険 内 訳 

小 計 
被用者保険 国民保険 後期 

高齢 

生活 

保護 本人 家族 一般 退本 

公 費 負 担 承 認 58 25 33 12 3 8 1 7 2 

 

 

（５） 結核患者家庭訪問、相談状況 

主として新登録患者や活動性結核で治療放置の者､感染性で在宅療養中の者､療養上問題のある者

等に対し、医師、保健師等による家庭訪問指導を実施した。 

                   （平成３０年 4月 1日～平成 3１年 3月 31日，単位：人） 

 家 庭 訪 問        相     談 

実  人  数 延 人 数 電 話 来  所 

平成 28年度 ３３ 228 351 103 

平成 29年度 ２３ 114 206 15 

平成 30年度 ３７ 95 85（41） ８（7） 

                                                      ※（実人数）  

（６） 結核定期病状調査事業 

病状の把握ができない結核登録者はいなかった。 

 

   

（７） 服薬支援事業 

県内の結核病床のある病院と保健福祉事務所の連携のもとで、治療中断者を早期に発見するとともに、

治療継続困難者に対し適切な保健指導による服薬管理の徹底、多剤耐性結核発生予防や蔓延防止を 

図った結果、治療中断者はいなかった。 
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３  エイズ・性 感 染 症 予 防 対 策  

エイズ相談を実施し、感染の予防に努めた。管内の中・高校生を対象に正しい知識の普及啓発を図るた

め青少年エイズ・性感染症予防講演会を開催した。(検査は平成 25年度で終了) 

（１）  エイズ相談・検査 

 

（２）  エイズ・性感染症予防対策事業 

ア 青少年エイズ･性感染症予防講演会                                               

（単位：人） 

 開 催 日 学 校 名 講     師 
参加 

者数 

平成 30年 6月１４日 県立山北高等学校 小田原保健福祉事務所足柄上センター 保健師 251 

平成 3１年 2月 20日 南足柄市立足柄台中学校 小田原保健福祉事務所足柄上センター 保健師                   141 

       2月26日 南足柄市立南足柄中学校 小田原保健福祉事務所足柄上センター 保健師 118 

3月 5日 山北町立山北中学校 小田原保健福祉事務所足柄上センター 医師 84 

3月 6日 開成町立文命中学校 小田原保健福祉事務所足柄上センター 保健師 149 

3月 19日 県立吉田島総合高等学校 小田原保健福祉事務所足柄上センター 医師 110 

計 6校  853 

 

 

 

イ エイズキャンペーン事業                                                     

（単位：枚） 

開 催 日 会   場 配布数 

平成３０年４月 20日 
小田原保健福祉事務所足柄上センター 

学生オリエンテーション 
12 

6月７日 
がん検診普及啓発キャンペーン参加者に 

エイズ・性感染症予防啓発グッズを配布 
57 

9月７日 
小田原保健福祉事務所足柄上センター 

学生オリエンテーション 
43 

 

 

 

年 度 22年度 23年度 24年度 25年度 26 年度 27年度 28年度   29年度 30年度 

相 談 13 13 18 12  ３ 0  0 10 ０ 

検 査  2  2  1   4 ― ― ― ― ― 
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疾患
系統 № 疾患名 総数 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

634 279 355 253 111 142 52 26 26 108 46 62 68 32 36 71 31 40 82 33 49

2
筋萎縮性側索硬化症

4 4 0 0 1 1 0 1 1 1 1 1 1

3
脊髄性筋萎縮症

1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

5
進行性核上性麻痺

8 5 3 2 1 1 1 1 0 2 2 0 3 1 2

6
パーキンソン病

108 45 63 50 18 32 9 4 5 12 7 5 11 4 7 12 4 8 14 8 6

7
大脳皮質基底核変性症

5 3 2 2 1 1 0 0 1 1 1 1 1 1

8
ハンチントン病

1 0 1 0 0 1 1 0 0 0

11
重症筋無力症

15 5 10 5 2 3 0 1 1 3 1 2 4 2 2 2 2

13
多発性硬化症/視神経脊髄炎

19 4 15 7 1 6 0 5 1 4 2 2 3 2 1 2 2

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎

5 4 1 2 2 1 1 0 1 1 0 1 1

17
多系統萎縮症

8 5 3 5 4 1 0 0 1 1 0 2 1 1

18
脊髄小脳変性症(多系統萎縮症除く)

16 10 6 2 1 1 2 1 1 4 3 1 2 2 3 2 1 3 1 2

代
19

ライソゾーム病
2 2 0 2 2 0 0 0 0 0

神
22

もやもや病
7 1 6 2 1 1 0 2 2 2 2 0 1 1

34
神経線維腫症

1 1 0 0 0 1 1 0 0 0

35
天疱瘡

5 1 4 2 2 1 1 1 1 0 0 1 1

40
高安動脈縁(大動脈炎症候群）

2 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0

41
巨細胞性動脈炎

4 2 2 0 0 1 1 2 2 1 1 0

42
結節性多発動脈炎

4 0 4 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0

43
顕微鏡的多発血管炎

6 2 4 4 1 3 0 1 1 0 1 1 0

44
多発血管性肉芽腫症

1 0 1 1 1 0 0 0 0 0

45
好酸球性多発血管炎性肉芽腫症

3 2 1 0 1 1 0 2 1 1 0 0

46
悪性関節リウマチ

4 2 2 1 1 0 1 1 1 1 1 1 0

47
バージャー病（ビュルガー病）

6 1 5 0 0 0 1 1 5 5 0

49
全身性エリテマトーデス

52 4 48 26 2 24 3 3 13 1 12 2 2 0 8 1 7

50
皮膚筋炎/多発性筋炎

19 5 14 9 3 6 1 1 4 1 3 2 2 1 1 2 1 1

皮 51
全身性強皮症

15 2 13 4 4 3 3 2 2 1 1 2 1 1 3 1 2

52
混合性結合組織病

15 2 13 5 1 4 0 6 1 5 3 3 0 1 1

53
シェーグレン症候群

5 1 4 3 3 0 0 1 1 1 1 0

54
成人スチル病

1 0 1 1 1 0 0 0 0 0

56
ベーチェット病

8 5 3 4 2 2 1 1 1 1 0 2 1 1 0

57
特発性拡張型心筋症

16 13 3 9 8 1 0 1 1 4 3 1 2 1 1 0

58
肥大型心筋症

1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

60
再生不良性貧血

1 1 0 0 0 0 0 0 1 1

63
特発性血小板減少性紫斑病

8 2 6 2 2 0 1 1 3 3 0 0 2 2

66
ＩｇＡ腎症

10 7 3 4 3 1 0 1 1 1 1 3 1 2 1 1

67
多発性囊胞腎

7 4 3 5 3 2 0 1 1 0 0 1 1

68
黄色靱帯骨化症

2 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0

69
後縦靭帯骨化症

29 22 7 9 8 1 5 3 2 6 5 1 2 2 2 1 1 5 3 2

71
特発性大腿骨頭壊死症

12 8 4 5 4 1 0 4 4 0 1 1 2 2

72
下垂体性ＡＤＨ分泌異常症

1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

74
下垂体性ＰＲＬ分泌亢進症

1 0 1 0 1 1 0 0 0 0

73
クッシング病

1 1 0 1 1 0 0 0 0 0

77
下垂体性成長ホルモン分泌亢進症

1 0 1 0 0 0 0 0 1 1

78
下垂体前葉機能低下症

11 7 4 4 4 0 1 1 1 1 3 1 2 2 2

84
サルコイドーシス

4 2 2 1 1 0 1 1 1 1 1 1 0

85
特発性間質性肺炎

4 3 1 4 3 1 0 0 0 0 0

86
肺動脈性肺高血圧症

5 1 4 3 3 0 1 1 0 0 1 1

88
慢性血栓塞栓性肺高血圧症

8 2 6 3 3 1 1 2 2 2 1 1 0 0

89 リンパ脈管筋腫症 2 0 2 0 0 0 0 0 2 2

視
90

網膜色素変性症
14 6 8 5 1 4 3 1 2 1 1 0 3 2 1 2 1 1

93
原発性胆汁性胆管炎

5 3 2 1 1 1 1 2 2 1 1 0 0

95
自己免疫性肝炎

0 0 0 0 0 0 0 0 0

96
クローン病

25 16 9 10 6 4 1 1 6 4 2 5 4 1 0 3 2 1

97
潰瘍性大腸炎

98 53 45 38 21 17 12 8 4 16 5 11 6 3 3 13 8 5 13 8 5

98
好酸球性消化管疾患

3 1 2 1 1 0 0 0 1 1 1 1

113
筋ジストロフィー

1 0 0 0 0 1 1 0

117
脊髄空洞症

1 0 1 1 1 0 0 0 0 0

皮
167

マルファン症候群
1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0

代
171

ウィルソン病
1 0 1 1 1 0 0 0 0 0

循
210

単心室症
1 0 0 0 0 1 1 0

220
急速進行性糸球体腎炎

1 0 0 0 0 1 1 0

222
一次性ネフローゼ症候群

3 1 2 0 0 2 1 1 1 1 0 0

226
間質性膀胱炎

1 0 1 1 1 0 0 0 0 0

呼
229

肺胞蛋白症(自己免疫又は先天性）
1 0 0 0 0 1 1 0 0

代
257

肝型糖原病
1 0 1 1 1 0 0 0 0 0

骨
271

強直性脊椎炎
2 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0

循 281 ｸﾘｯﾍﾟﾙ･ﾄﾚﾉﾈｰ･ｳｪｰﾊﾞｰ症候群 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0

神
経
系

腎
泌
系

消
火
器
系

免
疫
系

血
液
系

腎
泌
系

骨
・
関
節
系

内
分
泌
系

呼
吸
器
系

松田町 開成町

神
経
系

皮
膚

免
疫
系

循
環
器
系

受給者疾患別内訳　(血）血液系9人（免)免疫系130人（内)内分泌系  15人（代)代謝系  4人（神)神経･筋199人（視)視覚系  14人（循)循環器系19人（呼)呼吸器系24人　（消)消化器
系131人（皮）皮膚・結合組織22人（骨)骨・関節系45人（腎)腎・泌尿器系22 人

４　難 病 対 策
医療援護の申請事務及び指定難病患者とその家族を対象に、医療講演会や相談会、患者・家族のつどいを開催した。また、サービス提供者を対象に従事者研修を開催した。
（１）　指定難病医療援護
    管内指定難病医療受給者

総計

山北町

（H31.3月末現在）

総数 南足柄市 中井町 大井町
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（２） 難病講演会                                          (単位：人) 

開催日 対象疾患 テ ー マ 講  師 参加者数 

平成 30年 

9月 20日 
パーキンソン病 

「パーキンソン病の最新治療と

日常生活のすごし方について」               

「支える介護者へのメッセージ」 

 

「日常生活でできるリハビリ」 

国立病院機構箱根病院 

副院長 荻野裕 

理学療法士 

     高橋 宏幸 

48人 

 

 （３） 難病相談会   

開催日 内容 講  師 回数 

平成 30年 

7 月 2 日

～ 

7月 13日 

指定難病集中更新時における随時相談 保健予防課 保健師 10回 

 

（４） 難病リハビリ教室                                      (単位：人) 

開催日 場 所 対象疾患 内  容 講  師 参加者数 

平成 30年 

5月 22日 

足柄上合同庁舎

４階  衛生教育

指導室 

神経難病

患者 

・交流会 

・情報提供 

・タオル体操 

保健予防課 

保健師 
18人 

平成 30年 

６月７日 

足柄上合同庁舎

４階  衛生教育

指導室 

全疾患 

・嚥下機能を高めるために 

 （講演と実技） 

・交流会、タオル体操 

歯科衛生士 

加藤 明美 
22人 

平成 30年 

10月３１日 

足柄上合同庁舎

４階  衛生教育

指導室 

神経難病

患者 

・座って行う全身体操 

・交流会、タオル体操 

保健予防課 

保健師 
27人 

 

（５） 難病患者と家族のつどい   

開催日 内容 講  師 参加者数 

平成 30年 

８月 23日 

神奈川県網膜色素変性症協会からの情報提供 

交流会 

神奈川県網膜色素変性症協会

会員 
18人 

平成 30 年

12月 18日 
ハーモニカコンサートと交流会 中井フレンズ・ナウ 14人 
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（６） 訪問相談事業 

在宅の神経難病患者・家族に対して、訪問相談員を派遣し、家庭訪問等により療養上の支援を行った。 

（７） 難病特別対策推進事業 

在宅難病患者の療養を支援するサービス提供者のスキルアップを図るため、サービス提供者（保健師、

訪問看護師、ケアマネジャー、ヘルパー、歯科衛生士等）に対し、在宅難病患者保健福祉従事者研修を行

った。                                                        (単位：人) 

開 催 日 場 所 テ  ー  マ 講    師 参加者数 

平成 30年 
5月 30日 

国立病院機構 

箱根病院 

指定難病の医療費助成制度に

ついて 

保健予防課 

保健師 
27人 

平成 31 年
2月 7日 

足柄上合同庁舎

４階  衛生教育

指導室 

口腔ケアと食事援助（講演と 

実技） 

歯科衛生士 

加藤 明美 
12人 

 

（８） 在宅難病患者一時入院 

   医療依存度が高く、介護保険等での短期入所等のサービス利用が困難な在宅神経難病患者等を対象
に、介護者の休養や介護困難時に対応するため、対象者からの利用申請の受付、申請者の状況調査等を

行った。 

                                       (単位：人) 

利用医療機関 申請件数 
利用回数 

（延数） 

利用者数 

（実数） 

県立足柄上病院 ３ ３ 2 

箱根病院 ３ 2 1 

鶴巻温泉病院 2 ２ １ 

  箱根病院 1件取り下げ 

（９） 家庭訪問・相談 

家庭訪問                                     (単位：人) 

 神経系 膠原病 消化器系 循環器系 その他 計 

実人数 15 3    18 

延人数 25 3    28 

  

相談                      (単位：人)   

面接 電話 その他 計 

389 205 2 596 

 

職種 訪問実人数 訪問回数 対象者と相談内容 

歯科衛生士 

１名 
１ １ 

対象者：パーキンソン病と慢性脱髄性多発性神経炎の合併１ 

内 容：歯科相談、保健指導等（歯科保健、摂食嚥下指導他） 
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（１０） 難病対策地域協議会 

   関係機関が相互の連絡を図ることにより、地域における難病患者への支援体制に関する課題について

情報を共有し、関係機関等の連携の緊密化を図るとともに、地域の実情に応じた体制整備について協議

するために、平成29年度より小田原保健福祉事務所と協議会及び部会を開催しました。 

開催日 内        容 出席者数 

平成 30年 

6月 20日 

（部会） 

① 避難行動要支援者名簿について 

② 避難所別難病患者の状況について 

③ 今年度の取組み内容について 

9 

平成 30年 

11月 29日 

（部会） 

① モデルケースの個別計画作成状況 

② 個別計画作成の取組みから見えた課題及び改善点 

③ 関係機関との状況を共有する仕組みの検討 

13 

平成 31年 

2月 18日 

（協議会） 

① H30年度の取組み状況 

② 平時からの情報共有 

③ H31年度以降の取組みについて 

29 

５  肝 臓 疾 患 対 策  

（１） B 型肝炎ウイルス・C 型肝炎ウイルス検査                       

年 代  計 10～19歳 20～29歳 30～39歳 60歳以上 

B型 5   1 ４ 

C型 5   1 4 

 ＊30~39 歳の 1 名は、医療機関で検査実施 

 （２） 肝炎治療医療費助成制度 

                                            (単位：人) 

区    分 申請者数 

核酸アナログ治療（新規） 8 

核酸アナログ治療（更新） 33 

インターフェロンフリー治療 12 

合計 53 
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６  原 爆 被 爆 者 援 護  

   原爆被爆者及び被爆者のこどもを対象に、定期健康診断を実施した。また、医療援護の申請事務を行った。 

 

（１） 被爆者健康手帳等所持状況                   （平成３１年 3月末現在,単位：人） 

区    分 計 被爆者健康手帳 健康診断受診者証 被爆者のこども受診者証 

計 65 21 3 41 

南足柄市 30 13 1 16 

中 井 町 10 3  7 

大 井 町 12 1 2 ９ 

松 田 町 2 １  1 

山 北 町 ７ 1  6 

開 成 町 4 2         2 

 

（２）  被爆者健康診断受診状況                               （単位：人） 

   区    分 計 被 爆 者 被爆者のこども 要精検者 要治療者 

平 成 2 9 年 度       2   2   

平 成 3 0 年 度       2   2   

 

７  認 知 症 疾 患 対 策  

   認知症疾患に関する正しい知識の普及を図るとともに、認知症高齢者の方を介護する家族等を支援するた

め、患者・家族等に対し相談・訪問指導を行った。 

（１） 認知症疾患相談事業 

ア 相談事業                                                    （単位：件）  

区分 

開 

催 

回

数 

相 

談 

延

件

数 

性  別 年 齢（実数） 相 談 内 容 再掲 

実 数 延 数 50 

歳

代

以

下 

60 

歳

代 

70 

歳

代 

80 

歳

代 

90

歳

代

以

上 

疾
患
一
般 

問
題
行
動 

治
療 

看
護
介
護 

入
院
入
所 

福
祉
サ
ー
ビ
ス 

そ
の
他 

高
齢
者
虐
待
等 

男

性 

女

性 

男

性 

女

性 

随時  70 11 16 24 46 ２ １ 20 ４ ０ ８ 31 22 16 ２ ２ 11 ０ 

定例 12 20 ５ ５ ９ 11 ０ ０ ７ ３ ０ ２ 13 15 ２ ２ ３ 11 ０ 

 

イ 訪問指導事業(定例相談訪問分を除く)                                   

（単位：件） 

区分 
男 女 計 年 齢 （実数） 

実数 延数 実数 延数 実数 延数 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代 

件数 ３ ４ １ １ ４ ５ 1 ０ ２ １ ０ 
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（２） 処遇困難事例検討事業 

 

  ア 研修会及び講演会 

実施日 内    容 講    師 対 象 者 参加者 

平成 31年 

１月 18日 

若年性認知症の支援の展開 

～家族の話から考える～ 

松田町地域包括支援センター 

坂田 淳子 氏 

認知症の人と家族の会神奈川

支部 世話人 三橋義博 氏 

介護保険事業者 

地域包括支援センター

行政 

認知症疾患医療センター 

65人 

平成 31年

３月６日 

認知症の理解と対応 

介護者のこころの健康 

南足柄レディースクリニック 

院長 大森 元 氏 

介護保険事業者 

地域包括支援センター

行政 

当事者及び介護者 

28人 

  

イ 認知症サポーター養成講座 

実施日 内    容 講    師 対 象 者 参加者 

平成 31年 

１月 29日 

認知症の理解と対応につい

て 
足柄上センター保健師 

足柄上地区理美容業組合

組合員 
１２２人 

 

 ウ 事例検討会 

実施日 講    師 対 象 者 参加者数 

平成 3０年６月 26日 
北小田原病院 

平野 信 氏 

生活保護ケースワーカー・町包括支援センター 

民生委員、保健予防課ケースワーカー 
５人 

 

（３) 足柄上地区徘徊高齢者 SOS ネットワーク事業 

      認知症が原因で行方不明となる者を早期に発見・保護するため、足柄上地区認知症等行方不明 SOS

ネットワーク事業及び運営委員会を実施した。 

 

ア 市町別徘徊高齢者 SOSネットワーク事前登録状況       （平成 31年 3月 31日現在 単位：人） 

計 南足柄市 中 井 町 大 井 町 松 田 町 山 北 町 開 成 町 

55 23 1 ５ ７ 1 18 

 

イ ﾈｯﾄﾜｰｸ実施状況                                                  (単位：件) 

県高齢福祉課からの当所への広域捜索協力依頼 
件数（延べ） 発見・身元判明の有無（延べ） 

68 54 発見 

 

ウ 足柄上地区徘徊高齢者 SOSネットワーク事業担当者会議  

開催日 内容 参加団体 

平成 30年 

６月４日 

１ 足柄上地区徘徊高齢者 SOSネットワーク事業実施要領の改正について 

２ 平成 29年度徘徊高齢者 SOSネットワーク実績について 

３ 徘徊捜索模擬訓練について 

10 
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エ 足柄上地区徘徊高齢者 SOSネットワーク運営委員会 

開催日 内容 参加団体 

平成 31年 

3月 26日 

足柄上地区 SOSネットワークの現状と課題 

１ 足柄上地区の高齢者の保護・所在不明・行方不明の現状 

２ 足柄上地区徘徊高齢者 SOSネットワーク実施要領の名称変更について 

３ 徘徊高齢者捜索模擬訓練について（南足柄市・開成町） 

９ 

（４) 足柄上地区認知症担当者会議 

開催日 内容 参加団体 

平成 30年 

６月 26日 

１ 認知症初期集中支援事業等の取組状況について 

２ 認知症地域支援・ケア向上事業について 

３ 若年性認知症にかかる取り組みについて 

 

８ 
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８ 精神保健福祉 

      住民の精神保健に関する相談に応じ、また精神障害者とその家族等への医療、保健、福祉に関する支

援を行うため、医師、福祉職、保健師による相談及び訪問指導を行うとともに、各種事業により地域における

精神保健福祉対策の推進を図った。 また、自殺予防対策の取り組みとして、市町と連携強化を図りながら、

連絡会議や研修等により体制整備を推進した。 

 

（１） 保健福祉事務所等精神保健福祉業務統計 

ア 相談・訪問指導 

精神的な不調による精神科医療機関への受診や、精神障害を抱えながらの地域生活や社会復帰等

について、医師、福祉職、保健師が相談及び訪問指導を行った。 

 

（ア）   把握区分                  （単位：人） 

区  分 実人員 うち新規 延人員 

相      談 132 93 584 

訪 問 指 導 21  49 

 

（イ）  相談性別・年齢                             （単位：人） 

区 分 

性    別 年          齢  

男 女 
不

明 
0～9 

10～

19 

20～

29 

30～

39 

40～

49 

50～

59 

60～

69 

70～

79 

80以

上 
不明 

実人員 58 71 ３  12 11 19 39 15 12 ８ １ 15 

延人員 266 315 ３  37 26 113 141 184 44 17 ４ 18 

 

（ウ）   訪問性別・年齢                             （単位：人） 

区 分 

性    別 年          齢  

男 女 
不

明 
0～9 

10～

19 

20～

29 

30～

39 

40～

49 

50～

59 

60～

69 

70～

79 

80以

上 
不明 

実人員 13 ８    １ ７ ６ ６ １    

延人員 30 19   ２ ３ 15 11 14 ３  １  

 

（エ）   相談・訪問契機                                           （単位：人） 

区  分 実人員 市 町 村 医療機関 家 族 本 人 そ の 他 

相  談 132 15 12 32 25 48 

訪  問 21 ４ ８ ２ １ ６ 

 

（オ）  相談種別                                （単位：人） 

区  分 延人員 治療の問題 生活の問題 
社会参加の

問題 

心の健康問

題 
その他 

相  談 594 296 169 36 39 44 

訪  問 49 32 11 3 １ ２ 
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（カ）   診断名（実人員）                                           （単位：人） 

区分 計 

器
質
性
精
神
障
害 

ア
ル
コ
ー
ル
使
用
に
よ
る
精

神
・
行
動
の
障
害 

ア
ル
コ
ー
ル
以
外
の
物
質
使

用
に
よ
る
障
害 

統
合
失
調
症
・
妄
想
性
障
害 

気
分
（
感
情
）
障
害 

神
経
症
性
・
ス
ト
レ
ス
関
連
障

害 生
理
的
障
害
等 

成
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
及

び
行
動
障
害 

精
神
遅
滞
（
知
的
障
害
） 

心
理
的
発
達
の
障
害 

小
児
期
・
青
年
期
の
行
動
及
び

情
緒
の
障
害 

て
ん
か
ん 

診
断
保
留
・
特
定
不
能 

精
神
障
害
と
認
め
ず 

未
受
診 

不
明 

相談 132 ３ ４ ２ 29 30 ９  ６ ５ ７  １ ２  19 15 

訪問 21 １   12 ４   １ １      １ １ 

 

(キ) 特定の問題群（複数回答）                         （単位：人） 

区 分 計 

性
格

上
の
問

題 児
童
虐
待 

家
庭
内
暴
力 

D 

V 

高
齢
者
虐
待 

食
生

活
上
の

問
題 

ア
デ
ク
シ
ョ
ン 

障
害
者
虐
待 

近
隣
苦
情 

該
当
な
し 

相 談 570 ３  73 ８ ７  11  ７ 461 

訪 問 50   10 １   １   38 

 

(ク) 相談者（複数回答）                           （単位：人） 

区  分 計 本   人 家   族 医療機関 市 町 村 そ の 他 

相   談 673 180 161 140 61 131 

訪   問 126 37 26 34 13 16 

 

(ケ) 担当者（複数回答）                            （単位：人） 

区  分 計 医   師 福 祉 職 保 健 師 事 務 職 その他職員 

相   談 608 22 536 48  ２ 

訪   問 50 １ 49    

 

（２） 教育広報活動 

   ア 精神保健福祉知識の普及啓発 

    （ア）精神保健福祉普及講演会 

地域住民や支援者が精神疾患に対する理解を深め、精神障害者の地域生活を支援することができる

よう、講演会を開催した。      

    （単位：人） 

開 催 日 対 象 内    容 講  師 参加者数 

平成 30年 10月３日 

一般住民、精神障

害当事者、家族、関

係機関職員 

大人の発達障害の理

解と対応 

中谷 隆三医師 

（北小田原病院） 

小林 直人氏 

（発達障害支援センタ

ーかながわ A） 

46 
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    （イ）普及啓発週間等における普及啓発活動 

啓発週間名 期  間 内    容 

自殺予防週間 平成 30年９月 10日～９月 16日 ・足柄上合同庁舎ロビーでの集中掲

示・展示 

・ホームページに関連記事を掲載 

精神保健福祉普及運動 平成 30年 10月 15日～10月 21日 

アルコール関連問題啓発週間 平成 30年１１月 10日～１１月 16日 

 

 

イ 自殺予防対策 

 自殺予防に資する専門的人材を育成する研修会を開催するとともに、こころの不調に気づき適切に対処す

るゲートキーパーを様々な層を対象に養成する研修会を開催した。 

 

（ア）精神保健福祉担当者研修会                                

           （単位：人） 

開 催 日 対 象 内   容 講  師 
参加者

数 

平成 30年５月 30日 
市町、病院、事業

所等の関係機関 

「市町村自殺対策計画の策

定に向けて」 

※精神保健福祉担当者会議を

兼兼ねて開催 

湘南精神保健福祉士事

務所長 

長見 英知氏 

19 

 

 

  (イ) ゲートキーパー研修会                     

 （単位：人） 

開 催 日 対 象 内  容 講  師 
参加者

数 

平成 30年 11月 12日 
ファミリー・サポ

ート松田会員 

自殺対策ゲートキーパー

養成講座  

（県西出前講座） 

当所保健予防課 福祉職 12 

 

 

 

（３） 団体等支援 

  断酒会等の活動に対して支援を行った。 

区    分 支援回数 支 援 内 容 

断酒会 ― 

会主催の研修会や例会等への出席は行わなかったため、支援回数とし

ては計上していない。アルコール依存症者及びその家族への例会の案

内や、会役員からの会の運営等の相談には随時対応した。 
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（４） 医療保護関係事務 

ア  精神保健診察（法第 27条） 

      精神保健福祉法に基づく警察官通報（法第23条）に対し、精神保健福祉センター兼務職員として平

日における調査等を行った。 （休日・夜間の調査等は精神保健福祉センターが行った。）    

 

（単位：件） 

区 分 通 報 
通報 

取下げ 
調  査 

指 定 医 診 察 結 果 診察不実

施 

（受療指導

等） 
要 措 置 

不 要 措 置 

入院 
入院外診

療 

医療不

要 

計 18 １ 17 10    7 

平日 3  3 3     

休日・夜間 15 １ 14 ７    7 

 

 

イ  精神科病院実地指導・実地審査（法第 38条の６） 

 （ア）精神保健福祉法に基づく精神科病院に対する実地指導 

                  （単位：ヶ所） 

所在地市町村 南足柄市 

施 設 数 １ 

                                     

 

（イ）精神保健福祉法に基づく実地審査（入院患者の精神保健指定医による診察）                                  

（単位：件）  

施設数 
審査件

数 

審  査  結  果 

措置入院 医療保護入院 任意入院 

継続 移行 
入院不

要 
継続 移行 

入院不

要 
継続 移行 

入院不

要 

1 ６    ４   ２   

 

 

ウ  その他医療保護事務（管内病院からの届・報告の進達事務）          （単位：件） 

区    分 管内の患者 管外の患者 

計 187 217 

医療保護入院者の入院届（法第 33条第７項）  52  53 

医療保護入院者の退院届（法第 33条の２）  55  49 

医療保護入院者の定期病状報告（法第 38条の２第２項）  80 115 

措置入院者の定期病状報告（法第 38条の２）   
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（５） 会議 

精神保健福祉事業の円滑な推進を図るため、各種会議を開催した。 

 

(単位：人） 

会   議  名 開催日 内        容 出席者数 

地域精神保健福祉

連絡協議会 

平成 31年 

２月８日 

・足柄上地区の地域精神保健福祉の概況について 

・精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築につい

て 

・措置入院者等退院後支援について 

・自殺対策について 

  27 

精神保健福祉担当

者会議 

平成 30年 

５月 30日 

・各機関の平成 30年度の予定について 

・措置入院の運用に関するガイドライン等について 

・市町村自殺対策計画の策定について（研修会） 

※精神保健福祉担当者研修会を兼ねて開催 

19 

平成 31年 

1月 16日 

・各機関の平成 30年度の取り組み状況について 

・自殺対策について 

・措置入院者等退院後支援について 

19 

精神障害者地域移

行推進会議 

平成 30年 

６月 22日 

・精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進事

業について 

・事例を通した地域移行支援の課題について 

・地域移行支援人材養成研修について 

33 

平成 30年 

12月５日 

・精神障害者地域移行の目標値設定について 

・地域移行支援の個別支援フローについて 

・事例を通した個別支援フローの協議 

31 

精神障害者地域移行の

協議の場の設置に伴う

打合せ 

平成 30年 

 ４月 19日 

 ５月 14日 

 ６月 14日 

 ７月６日 

・協議の場の名称、企画及び運営について 

・第１回地域移行推進会議を踏まえた今後の展開について 

・地域移行人材養成研修の企画について 

17 

精神障害者地域移行推

進会議ワーキングチー

ム 

平成 30年 

 11月２日 

 11月 20日 

・地域移行支援個別支援フローについて 

・第２回地域移行推進会議の企画について 
11 

精神障害者地域包

括ケアシステム構築

推進コアチーム 

平成 30年 

 12月 19日 

平成 31年 

 １月 24日 

 ２月 20日 

 ３月 11日 

・第２回精神障害者地域移行推進会議を踏まえた課題整理

について 

・地域移行支援個別支援フローの活用に向けて 

・地域精神保健福祉連絡協議会に向けて 

・平成 31年度精神障害者地域包括ケアシステム構築推進事

業に向けて（地域移行推進会議及び人材養成研修の企画） 

・地域移行支援個別支援フロー 

22 
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